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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第115期
第３四半期
連結累計期間

第116期
第３四半期
連結累計期間

第115期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (百万円) 5,459 4,454 8,754

経常利益又は経常損失（△） (百万円) △121 △74 74

親会社株主に帰属する当期純利益
又は親会社株主に帰属する
四半期純損失（△）

(百万円) △121 △99 60

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △114 23 △6

純資産額 (百万円) 2,363 2,494 2,470

総資産額 (百万円) 8,586 10,486 7,128

１株当たり当期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) △19.07 △15.55 9.48

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 27.5 23.8 34.7
 

　

回次
第115期
第３四半期
連結会計期間

第116期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 7.65 5.80
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

４．当社は平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っており、第115期の期首に当

該株式併合が行われたものと仮定して、１株当たり当期純利益金額又は四半期純損失金額を算定しておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び連結子会社)において営まれている事業の内容に重要

な変更はありません。

　また、連結子会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものであります。

 

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が見られ、緩やかな回復基調が続いて

おりますが、米国大統領選挙や英国ＥＵ離脱問題など海外情勢の影響により株価や円相場が乱高下するなど先行き

不透明な状況で推移しました。

　このような状況の下で、当社グループの当第３四半期連結累計期間の受注高は50億35百万円(前年同期比13.7%

増)となり、売上高は44億54百万円(前年同期比18.4%減)となりました。

　セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

紙工機械

受注高は23億20百万円(前年同期比29.2%増)、売上高は15億49百万円(前年同期比7.9%増)となりました。

受託生産

受注高は15億51百万円(前年同期比20.5%増)、売上高は14億10百万円(前年同期比19.8%増)となりました。

防衛機器

受注高は6億57百万円(前年同期比34.8%減)、売上高は10億41百万円(前年同期比58.8%減)となりました。

その他

受注高は5億6百万円(前年同期比50.3%増)、売上高は4億53百万円(前年同期比41.4%増)となりました。

 

損益面におきましては、前年同期に比べ売上高が減少したものの、原価率が改善したことなどにより、営業損失

は67百万円(前年同期は営業損失1億8百万円)、経常損失は74百万円(前年同期は経常損失1億21百万円)、親会社株

主に帰属する四半期純損失は99百万円(前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失1億21百万円)となりまし

た。
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(2) 財政状態の分析

(イ)資産

流動資産は前連結会計年度末に比べ32億56百万円(73.2%)増加し、77億7百万円となりました。これは主に第４四

半期の売上引当のためにたな卸資産が25億90百万円増加したこと並びに受取手形及び売掛金が5億26百万円増加し

たことによります。

　固定資産は前連結会計年度末に比べ1億1百万円(3.8%)増加し、27億79百万円となりました。これは主に減価償却

費の計上等により有形固定資産が35百万円、無形固定資産が10百万円それぞれ減少したものの、保有する有価証券

の時価上昇等により投資有価証券が1億77百万円増加したことによります。

　この結果、資産合計は前連結会計年度末に比べ33億57百万円(47.1%)増加し、104億86百万円となりました。

(ロ)負債

流動負債は前連結会計年度末に比べ30億75百万円(87.9%)増加し、65億73百万円となりました。これは主に短期

借入金が22億81百万円増加したこと並びに支払手形及び買掛金が5億91百万円増加したことによります。

　固定負債は前連結会計年度末に比べ2億58百万円(22.3%)増加し、14億19百万円となりました。これは主に長期借

入金が2億15百万円増加したことによります。

　この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ33億34百万円(71.6%)増加し、79億92百万円となりました。

(ハ)純資産

純資産合計は前連結会計年度末に比べ23百万円(1.0%)増加し、24億94百万円となりました。これは主に当第３四

半期連結累計期間において親会社株主に帰属する四半期純損失99百万円を計上したものの、保有する有価証券の時

価上昇によりその他有価証券評価差額金が1億23百万円増加したことによります。

　また、当社は、平成28年８月１日付で資本金、資本準備金及び利益準備金の額の減少並びに剰余金の処分による

欠損填補を行いました。この結果、純資産合計に変動はありませんが、資本金が3,041百万円、資本剰余金が3,611

百万円それぞれ減少し、利益剰余金が6,653百万円増加しております。

 

 

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は299,479千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 11,000,000

計 11,000,000
 

(注)　平成28年６月22日開催の第115回定時株主総会の決議に基づき、平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株

の割合で株式併合を行っております。この結果、発行可能株式総数は99,000,000株減少し、11,000,000株と

なっております。

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,385,972 6,385,972
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数 100株

計 6,385,972 6,385,972 ― ―
 

(注)　平成28年６月22日開催の第115回定時株主総会の決議に基づき、平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株

の割合で株式併合を行い、単元株式数を1,000株から100株に変更する定款変更を行っております。この結果、

発行済株式数は57,473,748株減少し、6,385,972株となっております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年10月１日 △57,473 6,385 ― 2,000,000 ─ ―
 

(注)　平成28年６月22日開催の第115回定時株主総会の決議に基づき、平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株

の割合で株式併合を行っております。この結果、発行済株式総数は57,473千株減少し、6,385千株となっており

ます。

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成28年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　63,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

63,638,000
63,638 ―

単元未満株式 普通株式 158,720 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 63,859,720 ― ―

総株主の議決権 ― 63,638 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権2個)含ま

れております。

２　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式929株が含まれています。

 

② 【自己株式等】

平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社石川製作所

石川県白山市福留町200番地 63,000 ─ 63,000 0.10

計 ― 63,000 ─ 63,000 0.10
 

 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成28年10月１日から平成

28年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 348,495 281,414

  受取手形及び売掛金 1,883,801 ※１,※２  2,410,649

  たな卸資産 2,136,034 4,726,898

  その他 82,729 288,660

  貸倒引当金 △200 △200

  流動資産合計 4,450,861 7,707,423

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 842,785 822,381

   その他（純額） 989,595 974,818

   有形固定資産合計 1,832,380 1,797,200

  無形固定資産 42,442 32,179

  投資その他の資産   

   投資有価証券 662,376 840,239

   その他 147,168 116,731

   貸倒引当金 △6,270 △6,870

   投資その他の資産合計 803,274 950,100

  固定資産合計 2,678,098 2,779,481

 資産合計 7,128,959 10,486,904

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,195,239 ※２  2,786,537

  短期借入金 823,600 3,104,800

  1年内返済予定の長期借入金 60,000 90,000

  賞与引当金 32,800 8,150

  環境対策引当金 3,000 ―

  その他 383,167 ※２  584,042

  流動負債合計 3,497,807 6,573,530

 固定負債   

  長期借入金 500,000 715,000

  退職給付に係る負債 519,206 532,442

  その他 141,452 171,682

  固定負債合計 1,160,658 1,419,125

 負債合計 4,658,466 7,992,655

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,041,846 2,000,000

  資本剰余金 3,648,121 36,301

  利益剰余金 △6,329,448 225,043

  自己株式 △7,374 △7,531

  株主資本合計 2,353,145 2,253,813

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 117,347 240,436

  その他の包括利益累計額合計 117,347 240,436

 純資産合計 2,470,493 2,494,249

負債純資産合計 7,128,959 10,486,904
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 5,459,167 4,454,348

売上原価 4,908,658 3,898,210

売上総利益 550,508 556,137

販売費及び一般管理費 659,448 623,678

営業損失（△） △108,939 △67,540

営業外収益   

 受取利息 209 138

 受取配当金 17,287 19,079

 その他 4,306 4,827

 営業外収益合計 21,803 24,044

営業外費用   

 支払利息 24,730 21,379

 その他 9,212 9,686

 営業外費用合計 33,943 31,066

経常損失（△） △121,079 △74,563

特別利益   

 投資有価証券売却益 11,677 ―

 補助金収入 9,947 ―

 特別利益合計 21,624 ―

特別損失   

 固定資産処分損 6,599 2,537

 貸倒引当金繰入額 ― 600

 特別損失合計 6,599 3,137

税金等調整前四半期純損失（△） △106,055 △77,700

法人税、住民税及び事業税 15,095 33,709

法人税等調整額 487 △12,235

法人税等合計 15,582 21,473

四半期純損失（△） △121,637 △99,174

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △121,637 △99,174
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純損失（△） △121,637 △99,174

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 7,567 123,088

 その他の包括利益合計 7,567 123,088

四半期包括利益 △114,070 23,913

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △114,070 23,913

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ147千円

減少しております。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

受取手形裏書譲渡高 ― 3,000千円
 

 

※２ 当四半期連結会計期間の末日は銀行休業日ですが、同日満期の手形については、満期日に決済があったものとし

て処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

受取手形 　― 4,201千円

支払手形 ― 121,622　〃

設備関係支払手形 ― 6,728　〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

減価償却費 130,035千円 169,072千円
 

 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１　配当金支払額

該当事項はありません。

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１　配当金支払額

該当事項はありません。

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３　株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成28年６月22日開催の定時株主総会の決議により、平成28年８月１日付で会社法第447条第１項及

び第448条第１項の規定に基づく資本金、資本準備金及び利益準備金の額の減少並びに会社法第452条の規定に

基づく剰余金の処分を行い、欠損填補を行いました。

　この結果、資本金が3,041,846千円、資本準備金が3,648,121千円、利益準備金が744,948千円、別途積立金が

830,000千円減少し、その他資本剰余金が36,301千円、繰越利益剰余金が8,228,614千円増加しております。

 

EDINET提出書類

株式会社石川製作所(E01518)

四半期報告書

12/17



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)

合計

紙工機械 受託生産 防衛機器 計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,436,440 1,177,246 2,524,934 5,138,620 320,547 5,459,167

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― 31,122 31,122

計 1,436,440 1,177,246 2,524,934 5,138,620 351,669 5,490,289

セグメント利益又は損失(△) △115,811 104,877 109,020 98,086 44,914 143,000
 

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれないセグメントであり、繊維機械及び電子部品製造用設備機械等

の事業であります。

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 98,086

「その他」の区分の利益 44,914

セグメント間取引消去 △31,122

全社費用(注) △220,817

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △108,939
 

(注) 全社費用は、当社グループの管理部門に係る費用であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)

合計

紙工機械 受託生産 防衛機器 計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,549,434 1,410,060 1,041,444 4,000,938 453,410 4,454,348

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― 32,166 32,166

計 1,549,434 1,410,060 1,041,444 4,000,938 485,576 4,486,514

セグメント利益又は損失(△) △20,393 103,301 △10,869 72,039 123,639 195,678
 

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれないセグメントであり、繊維機械及び電子部品製造用設備機械等

の事業であります。

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 72,039

「その他」の区分の利益 123,639

セグメント間取引消去 △32,166

全社費用(注) △231,052

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △67,540
 

(注) 全社費用は、当社グループの管理部門に係る費用であります。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △19円07銭 △15円55銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額(△)(千円) △121,637 △99,174

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純損失金額(△)(千円)

△121,637 △99,174

普通株式の期中平均株式数(株) 6,379,771 6,379,504
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っており、前連結会計年度の期

首に当該株式併合が行われたものと仮定して、１株当たり四半期純損失金額を算定しております。

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年２月13日

株式会社石川製作所

取締役会 御中

 

太陽有限責任監査法人
 

　
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士     山　本　栄　一   ㊞

 

　
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士     石　原　鉄　也   ㊞

 

　
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士     沖　　　　　聡   ㊞

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社石川製

作所の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から

平成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社石川製作所及び連結子会社の平成28年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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